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市
は
８
月
１
日
、
功
労
者
等
表

彰
式
を
開
催
。
功
労
者
１
人
、
寄

付
を
い
た
だ
い
た
篤
志
者
５
人
・

１
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
や
地
域
振
興

等
で
功
績
の
あ
っ
た
分
野
別
功
績

者
８
人
・
７
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。被
表
彰
者
は
次
の
皆
さ
ん（
敬

称
略
、
順
不
同
）。

田
所

　卓
（
本
町
一
丁
目
）

　昭
和
55
年
４
月
か
ら
市
文
化
協

会
の
理
事
や
副
会
長
な
ど
を
歴

任
。
平
成
17
年
４
月
か
ら
12
年
間

に
わ
た
り
同
協
会
会
長
を
務
め
る

な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
市
民
の
文

化
芸
術
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
平
成
４
年
10
月
か

　北
風
よ
り
太
陽

　北
風
と
太
陽
が
、
旅
人
の
上

着
を
脱
が
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
力
比
べ
を
す
る
イ
ソ
ッ
プ
寓
話

が
あ
る
。
北
風
は
力
ず
く
で
上

着
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
し
て
失

敗
す
る
が
、
太
陽
は
燦
燦
と
照

り
付
け
る
こ
と
で
旅
人
が
自
ら

上
着
を
脱
ぎ
、
勝
負
が
決
し
た

話
で
あ
る
。
転
じ
て
物
事
に
対

し
て
厳
罰
で
臨
む
態
度
と
、寛
容

に
対
応
す
る
姿
勢
の
対
比
を
諭

す
例
え
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

　米
国
留
学
中
の
講
義
で
、ア

メ
リ
カ
人
は
恐
怖
心
を
煽
っ
た

方
が
生
産
性
の
上
が
る
傾
向
が

強
い
が
、
日
本
人
は
逆
に
安
心

を
与
え
た
方
が
よ
り
頑
張
る
国

民
性
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
因
っ
て
米
国
で

は
徹
底
し
て
成
果
主
義
を
導
入

し
解
雇
を
も
ち
ら
つ
か
せ
る
経

営
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
で
は
年
功
序
列
や
終
身
雇
用

を
も
っ
て
愛
社
精
神
を
涵
養
し
、

滅
私
奉
公
を
是
と
す
る
と
の
説

明
で
あ
っ
た
。

　地
方
創
生
の
論
拠
と
な
っ
た

の
は
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」
と
呼

ば
れ
る
報
告
書
だ
が
、
そ
の
中

で
８
９
６
の
自
治
体
を〝
消
滅

可
能
〞と
名
指
し
で
公
表
し
た

た
め
そ
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
。

い
わ
ば「
北
風
」作
戦
の
如
く
恐

怖
心
を
煽
り
危
機
感
を
植
え
付

け
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ

ろ
う
が
、
結
果
と
し
て
自
治
体

の
多
く
に〝
諦
め
〞と〝
絶
望
〞だ

け
が
残
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で

あ
る
。
水
源
の
里
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
小
田
切
徳
美
・
明

治
大
学
農
学
部
教
授
は
、
地
域

振
興
こ
そ
「
太
陽
」
作
戦
で
臨

む
べ
き
と
論
じ
る
。
地
方
創
生

に
は
忍
耐
を
要
す
る
が
、
性
急

に
果
を
追
う
よ
り
地
道
に
頑
張

る
し
か
道
は
拓
け
な
い
と
の
強
い

メッ
セ
ー
ジ
と
捉
え
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

90ぐ
う 

わ

さ
ん
さ
ん

の
ぞ

さ
と

あ
お

よ

か
ん 

よ
う

も
く
ろ

ご
と

あ
き
ら

ひ
ら

ら
12
年
間
に
わ
た
り
、
市
教
育
委

員
会
委
員
を
務
め
、
平
成
11
年
か

ら
の
５
年
間
は
委
員
長
と
し
て
、

心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）▽
出
口

紅
（
亀
岡
市
）▽
永
井
修
（
舘
町
）

▽
前
田
道
子
（
寺
町
）▽
由
良
源

太
郎
（
本
町
一
丁
目
）▽
三
ツ
星

ベ
ル
ト
（
神
戸
市
）

　海
老
ケ
瀬
順
子
（
白
道
路
町
）

▽
大
島
祐
哉
（
東
京
都
）▽
蒲
田

正
樹
（
東
京
都
）▽
清
水
颯
太
（
上

延
町
）▽
永
井
廉
（
味
方
町
）▽
樋

口
優
人
（
上
延
町
）▽
丸
岡
凜
子

（
青
野
町
）▽
森
津
一
男
（
八
津
合

町
）▽
府
立
綾
部
高
等
学
校
硬
式

野
球
部
（
岡
町
）▽
同
東
分
校
（
川

糸
町
）▽
綾
部
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ（
宮

代
町
）▽
京
セ
ラ
京
都
綾
部
工
場

（
味
方
町
）▽
さ
と
う
バ
ザ
ー
ル
タ

ウ
ン
綾
部
ア
ス
パ
（
綾
中
町
）▽

七
不
思
議
伝
説
の
里
・
志
賀
郷
地

域
振
興
協
議
会
（
志
賀
郷
町
）▽

由
良
川
サ
ケ
環
境
保
全
実
行
委
員

会
（
駅
前
通
り
）

市
功
労
者
等
を
表
彰

市
功
労
者
等
を
表
彰

　第23期農業委員会の各委員が７月20日、決まりました。制度改正に
より農業委員会委員（以下、農業委員）が市長の任命制となったほか、
新たに農地利用最適化推進委員（以下、推進委員）が設けられました。

　市
長
か
ら
任
命
通
知
書
を
受
け

た
農
業
委
員
は
こ
の
日
、
総
会
を

開
催
。
互
選
に
よ
り
会
長
を
三
和

喜
治
さ
ん
（
上
八
田
町
）、
同
職

務
代
理
者
を
鎌
部
勉
武
さ
ん
（
五

津
合
町
）
に
決
定
す
る
な
ど
し
ま

し
た
。

　そ
の
後
、
会
長
か
ら
推
進
委
員

に
委
嘱
状
を
交
付
。
府
農
業
会
議

の
職
員
を
講
師
に
農
地
売
買
や
転

用
の
要
件
、
利
用
権
設
定
、
農
地

利
用
の
最
適
化
な
ど
に
つ
い
て
の

研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　農
業
委
員
、
推
進
委
員
と
も
任

期
は
平
成
32
年
７
月
19
日
ま
で
の

３
年
間
。
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
（
敬
称
略
・
順
不
同
。※

は
再

任
）。

農
業
委
員

▽
四
方
諭
（
味
方
町
）▽
林
多
嘉

子
（
月
見
町
）▽
雨
林
利
治
（
高

津
町
）▽
塩
見
和
明※

（
有
岡
町
）

▽
三
和
喜
治※

（
上
八
田
町
）▽
梅

原
茂
昭
（
七
百
石
町
）▽
柏
原
明

宏
（
上
杉
町
）▽
白
波
瀨
一
幸
（
鷹

栖
町
）▽
久
後
靖
代
（
和
木
町
）▽

髙
橋
大
治
郎※

（
忠
町
）▽
福
井
智

德
美※

（
位
田
町
）▽
大
槻
耕
治

（
舘
町
）▽
森
方
義
孝
（
私
市
町
）

▽
植
田
壽
良※

（
物
部
町
）▽
相
根

謹
一（
篠
田
町
）▽
梅
原
久
夫※

（
仁
和
町
）▽
大
山
勇※

（
睦
合
町
）

▽
鎌
部
勉
武※

（
五
津
合
町
）▽
渡

邉
要
治
（
睦
寄
町
）

推
進
委
員

▽
安
村
武
（
井
倉
町
）▽
上
原
裕

（
安
場
町
）▽
四
方
康
（
高
倉
町
）

▽
梅
原
俊
昭
（
岡
安
町
）▽
西
野

栄
二
（
梅
迫
町
）▽
谷
垣
正
義
（
上

原
町
）▽
角
山
國
男
（
忠
町
）▽
田

中
晃
（
位
田
町
）▽
佐
々
木
清
志

（
栗
町
）▽
大
槻
智
（
大
畠
町
）▽

大
槻
祐
紀
（
西
坂
町
）▽
藤
原
琢

己
（
物
部
町
）▽
井
上
吉
夫
（
志

賀
郷
町
）▽
白
波
瀬
一
雄
（
別
所

町
）▽
岸
本
章
三
（
八
津
合
町
）▽

森
本
幸
（
五
津
合
町
）▽
仲
久
保

弘
志
（
故
屋
岡
町
）

　これまで農業委員として
参加した農地相談会では、
「高齢化でいつ耕作できな
くなるか―」と心配する声
をよく聞きました。推進委
員や協力員の皆さんとよく
話し合い、協力して荒廃農
地が増えないよう取り組ん
でいきたいと思います。

農業委員会
三 和 喜 治 会長

▶山崎市長から農業委員へ
　初めて任命通知書を交付

▼農地法等について熱心に
　学ぶ委員

制度改正後
初

制度改正後
初農業委員・推進委員決まる農業委員・推進委員決まる

任
期
は
平
成
32
年
ま
で

農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
た
い

　農地の売買・貸借、転用など
の許可等、について審議を行う。
今期は、19人の委員のうち10
人が認定農業者等。女性委員は
３人。

　集落や中間管理機構、農業委
員などと連携して農地利用の最
適化を推進。新設された委員で
17人が委嘱を受けた。

　農地利用状況調査など、集落
における農業委員会の活動に協
力。自治会推薦で１５７人。

農地利用最適化推進委員

農業委員

農業委員会協力員

ことばことば

功
労
者

篤
志
者

分
野
別
功
績
者

14人・８団体を表彰

謝辞を述べる田所さん
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し
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。
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い
ま
し
た
。
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14人・８団体を表彰

謝辞を述べる田所さん
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小
学
校
で
は
主
に
英
語
に
触
れ

る
機
会
づ
く
り
を
実
施
。
本
市
と

包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
京
都
工
芸

繊
維
大
学
等
の
留
学
生
と
の
交
流

事
業
の
ほ
か
、
遊
び
を
通
し
て
英

語
を
学
ぶ
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・

キ
ャ
ン
プ
＝
上
＝
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。

中
学
校
で
は
さ
ら
に
一
歩
踏
み

込
み
、
英
語
を
使
い
、
親
し
む
機

会
を
創
出
。▽
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
「
英
語
サ
ミ
ッ

ト
」▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
す
る
「
飛
び
立
て
！
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
＝
左
＝
」▽

本
市
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
京

都
産
業
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
同

大
学
の
留
学
生
と
巡
る
「
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
」―

を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
宅
で
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
受
け
入
れ
や
英
語
検
定
料
の
助

成
、
本
市
独
自
の
ミ
ニ
英
検
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ

り
、
平
成
32
年
度
に
始
ま
る
小
学

５
・
６
年
生
の
英
語
教
科
化
と
３
・

４
年
生
の
外
国
語
活
動
必
須
化
。

小
学
校
の
教
員
の
準
備
も
進
ん
で

い
ま
す
。

本
年
度
は
「
小
学
校
英
語
教
育

推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
」
を

初
開
催
＝
右
。
ま
た
平
成
29
、
30

年
度
は
豊
里
小
学
校
が
府
教
委
の

「
学
力
向
上
シ
ス
テ
ム
開
発
校
」

と
な
り
、
外
国
語
教
育
を
す
る
た

め
の
方
策
等
に
つ
い
て
研
究
を
重

ね
て
い
ま
す
。

国際理解教育を積極的に展開

　ふるさと教育、キャリア教育、国際理解教育を３つの特色として掲げる
本市の小中一貫教育。外国への興味・関心と英語の技能を高め、国際社会
で主体的に活躍する子どもの育成を目指す取り組みを紹介します。

　ふるさと教育、キャリア教育、国際理解教育を３つの特色として掲げる
本市の小中一貫教育。外国への興味・関心と英語の技能を高め、国際社会
で主体的に活躍する子どもの育成を目指す取り組みを紹介します。

　英語指導講師（ＡＬＴ）と触れ合い、学ぶ
「イングリッシュ・キャンプ」。本年度から４
年生にも対象を拡大しました。５、６年生と
あわせて１１９人が参加。ゲームの要素を取
り入れた英語プログラムや模擬体験を楽しみ
ながら２日間を過ごしました。７月 25、26
日、東綾小・中一貫校で。

　昨年度に引き続き実
施した「飛び立て！中
学生海外派遣事業」。
今年は８月１～10日の
日程で15人の中学生を
オーストラリア連邦ア
デレード市のハレット
コーブ校に派遣しまし
た。現地の一般家庭に
ホームステイして通学。
歴史や文化を学び、校
外学習などで現地生徒
と交流しました。

　各小学校での英語教育の中心となる教
員の養成を目的として、８月に５日間開
催した研修会。ＡＬＴを講師に、英語の
魅力的な指導方法や語学力の向上につい
ての講義が行われました。

世界へはばたけ世界へはばたけ
あやべっ子あやべっ子

本
市
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
多
彩
に

英
語
教
科
化
へ
教
員
を
養
成

7

府立綾部高等学校硬式野球部が42年
ぶりに全国高等学校野球選手権京都大会
で４強入りを果たしました。春季大会で
63年ぶりに準優勝し、シード校として
臨んだ今大会。久御山に９回裏の４点差
を逆転して７－６、南丹に５－２、莵道
に７回コールドの９－２、塔南に無失策
で１－０と、熱戦を繰り広げました。
（写真は７月24日、同大会を制した京
都成章との準決勝（１－５）を終え、健
闘をたたえ合う選手ら）。

綾高硬式野球部
４２年ぶりのベスト４

市消防団（白波瀬博之団長）は７月25
日、市消防団統合準備委員会での検討結
果を報告書にまとめ、山崎市長に提出し
ました＝写真。その内容は平成30年４
月１日に中・奥上林分団を「上林分団」
として統合すること等。団本部と両分団
本部で組織する同委員会では、団員を確
保し地域の安全・安心を守ることが最重
要課題として協議を重ねていました。市
も現在の上林分遣所を10月から24時間
化。消防団と協力して地域の安全・安心
を守っていきます。

中・奥上林分団、
平成３０年度に統合へ―

７月22日、青野町の市立病院でふれあい看護
体験が行われました。府立綾部高等学校をはじ
め10校から計39人の高校生とコミュニティナ
ース３人が参加。患者の血圧や脈を測るなどし
て、看護を体験しました。また最後には、一日
看護部長を務めたコミュニティナースの鍋島野
乃花さんが講演＝写真。「コミュニティナース
の活動を通して、地域の方が楽しく生活ができ
るようサポートしたい。ここにいる皆さんと、看
護師として会えることを楽しみにしています」
と語りかけました。

コミュニティナースが一日看護部長

市天文館の入館者が８月４日に30万人を突破。福
知山市から訪れた（写真左から）藤原理恵さん、蒼太
郎君と荻野玲愛ちゃん、紗弥佳さん、桜充君が記念の
入館者となり、足立雅和教育長とともにくす玉を割っ
て祝いました。国内最大級の95センチ反射望遠鏡を
備え惑星や銀河も観測できる同施設。平成７年の開館
以来、天文だけでなく工作教室や体験教室も積極的に
開催し、生涯学習の場として親しまれています。

入館者３０万人に―市天文館
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